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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯留部内の薬液を供給することにより、被洗浄消毒物を洗浄または消毒する洗浄消毒装
置であって、
　容器内の前記薬液を、前記被洗浄消毒物を洗浄または消毒する分量毎に、前記貯留部に
供給する第１の薬液容器と、
　容器内の前記薬液を、全量、前記貯留部に供給する第２の薬液容器と、
　前記第１の薬液容器と前記第２の薬液容器とのいずれかが装着される１つの装着部と、
　前記装着部に設けられた前記第１の薬液容器の第１の差し込み口と、
　前記装着部に設けられた前記第２の薬液容器の第２の差し込み口と、
　前記第１の薬液容器が前記装着部に装着され前記第１の差し込み口に差し込まれた際、
前記第１の薬液容器内の前記薬液を、前記貯留部に供給する第１の流路と、
　前記第２の薬液容器が前記装着部に装着され前記第２の差し込み口に差し込まれた際、
前記第２の薬液容器内の前記薬液を、前記貯留部に供給する第２の流路と、
　前記第１の薬液容器から、前記貯留部に供給される前記薬液を計量する計量部材と、
　前記装着部に装着された容器が前記第１の薬液容器か前記第２の薬液容器かを識別する
識別部材と、
　前記識別部材による前記容器の識別結果を基に、前記薬液に応じて前記薬液の調製動作
を制御する制御部と、
　を具備したことを特徴とする洗浄消毒装置。



(2) JP 4847986 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記第１の薬液容器から前記貯留部に供給される前記薬液は、前記被洗浄消毒物の１回
の洗浄または消毒に用いられた後、廃棄される使い捨て用の薬液であり、
　前記第２の薬液容器から前記貯留部に供給される前記薬液は、前記被洗浄消毒物の複数
回の、洗浄または消毒に用いられる再使用可能な薬液であることを特徴とする請求項１に
記載の洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記制御部が行う前記薬液の調製動作は、
　前記識別部材によって前記第１の薬液容器が識別された際、前記貯留部に前記第１の薬
液容器から前記薬液を計量して供給するか、前記識別部材によって前記第２の薬液容器が
識別された際、前記第２の薬液容器から前記薬液を全量供給するかのいずれかの制御を行
う動作と、
　前記貯留部に供給された前記薬液の濃度に応じて、前記貯留部に供給される前記薬液の
希釈水の量を変化させて、前記薬液の希釈濃度を制御する動作と、
　を具備していることを特徴とする請求項１または２に記載の洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記計量部材は、前記第１の流路の中途位置または前記貯留部に設けられていることを
特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の洗浄消毒装置。
【請求項５】
　前記識別部材は、前記第１の薬液容器及び前記第２の薬液容器と前記装着部とに設けら
れていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の洗浄消毒装置。
【請求項６】
　前記第１の薬液容器及び前記第２の薬液容器と前記装着部とに、前記第１の薬液容器が
前記第２の差し込み口に差し込まれてしまうとともに、前記第２の薬液容器が前記第１の
差し込み口に差し込まれてしまうのを防止する誤差し防止部が設けられていることを特徴
とする請求項１～５のいずれか１項に記載の洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯留部内の薬液を供給することにより、被洗浄消毒物を洗浄または消毒する
洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。医療分野にお
いて用いられる内視鏡は、細長い挿入部を体腔内に挿入することによって、体腔内の臓器
を観察したり、必要に応じて内視鏡が具備する処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置
具を用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　医療分野の内視鏡は、特に検査及び治療を目的として体腔内に挿入されて使用されるも
のであるため、使用後、再度使用するためには洗浄消毒が必要となる。この使用済みの内
視鏡を洗浄消毒する方法としては、例えば、洗浄消毒装置を用いて自動的に行う方法が周
知である。
【０００４】
　洗浄消毒装置を用いれば、被洗浄消毒物である内視鏡を、洗浄消毒装置の洗浄消毒槽内
にセットするのみで、内視鏡に対して、自動的に、洗浄、消毒、濯ぎ及び水切り等（以下
、洗浄消毒工程と称す）を行うことができる。
【０００５】
　この際、内視鏡は、該内視鏡の外表面のみならず、内視鏡が内部に有する既知の送気送
水管路、処置具挿通管路等の複数の管路内も洗浄消毒される。尚、洗浄消毒装置は、内視
鏡に限らず、処置具等の被洗浄消毒物をも自動的に洗浄消毒することが可能である。



(3) JP 4847986 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

【０００６】
　ここで、洗浄消毒装置において、内視鏡を消毒する際用いられる薬液である消毒液、例
えば過酢酸等の主剤及び緩衝化剤からなる消毒液は、一般に、貯留部である消毒液タンク
内において水道水等の希釈水により所定の濃度に希釈されて用いられる。
【０００７】
　消毒液を消毒液タンクに供給する場合、先ず、主剤が充填された薬液容器である消毒液
カセットと、緩衝化剤が充填された薬液容器である消毒液カセットとを洗浄消毒装置に設
けられた装着部にセットする。
【０００８】
　この際、装着部において、消毒液カセットに毎にそれぞれ設けられた各差し込み口のカ
セット刃が、消毒液カセットの供給口に形成されている膜シールをそれぞれ破ることによ
り、各消毒液カセットから主剤と緩衝化剤とが流れ出し始める。
【０００９】
　流出した主剤及び緩衝化剤は、全量が、装着部に水密的に接続された消毒液タンク内に
供給され、消毒液タンク内に設けられている水位センサにてその供給量が検知される。そ
の後、消毒液タンク内には、消毒液を所定の濃度に希釈するための希釈水が供給され、こ
の場合も消毒液タンク内に設けられている水位センサにてその供給量が検知される。
【００１０】
　その後、消毒液タンク内に供給され、希釈水によって所定の濃度に希釈された消毒液は
、洗浄消毒槽内及び内視鏡が具備する管路内に供給される。このことにより、内視鏡の外
表面及び管路内は消毒される。
【００１１】
　尚、消毒後、消毒液は、消毒液タンクに回収され、該回収された消毒液は、次の内視鏡
を消毒する際に再度用いられる。即ち、消毒液は、リユースされる。リユース用の消毒液
は、一定期間、消毒液の効能がなくなるまで、複数本の内視鏡の消毒に用いられた後、廃
棄される。
【００１２】
　このように、装着部に装着された消毒液カセットから全量の消毒液を消毒液タンクに供
給して、消毒液を被洗浄消毒物の消毒に用いる構成は、例えば特許文献１に開示されてい
る。
【特許文献１】特開２００４－１２１８３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ところで、消毒液は、希釈水によって希釈してしまうと、一定期間経過後は消毒効果が
低下してしまうため、使用することができない。従って、一定期間が経過した後は、消毒
液は、例えば１回しか消毒に使用していなくとも廃棄しなくてはならない。
【００１４】
　よって、消毒液タンクに消毒液カセット内の消毒液を全量供給する構成においては、何
本も続けて被洗浄消毒物を消毒する場合に対しては、低コストにて作業速度を早くして消
毒を行うことができるといったメリットがあるが、例えば１週間に１本しか被洗浄消毒物
の消毒を行わない場合等においては、消毒液の使用期限が１週間の場合、１回の使用のみ
で、全量の消毒液を廃棄しなければならず、消毒の際のコストが増大してしまうといった
問題があった。
【００１５】
　さらに、消毒液を何回も再利用することは、希釈後、一定期間内においては、安全性に
は問題がないものの、抵抗感を感じる使用者もいるといった事情がある。以上のことから
、被洗浄消毒物の消毒毎に、１回の消毒に用いる消毒液を計量して、消毒液タンクに供給
して消毒工程を行うことにより、消毒の都度、消毒に用いた消毒液を廃棄する使い捨てタ
イプの消毒液を用いることができる構成を具備する洗浄消毒装置も周知である。尚、計量
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して消毒液タンクに供給した消毒液を１回の消毒で廃棄せずに、何回か消毒に使用する構
成も周知である。
【００１６】
　また、この構成においては、装着部には、計量して供給する用の消毒液が充填された消
毒液カセットの主剤及び緩衝化剤かがセットされるとともに、洗浄消毒装置には、消毒液
を計量する部材が設けられている。尚、計量して供給する用の消毒液は、全量を供給する
用の消毒液よりも濃度が高いものが用いられる。
【００１７】
　このような計量して供給する用の消毒液がセットされる洗浄消毒装置においては、被洗
浄消毒物を洗浄消毒する都度、消毒液カセットから１回分の消毒液が消毒液タンクに供給
されて水道水によって希釈されて用いられることから、被洗浄消毒物の１本の消毒に必要
な分のみ消毒液を使用できるため、消毒液を無駄にすることなく、低コストにて消毒工程
を行うことができる。
【００１８】
　しかしながら、この構成においては、複数本の被洗浄消毒物を連続して洗浄消毒する場
合においては、消毒液をその都度計量しなければならないことから、消毒液タンクに消毒
液を供給するのに時間がかかってしまい、その結果、消毒工程に時間がかかってしまうと
いった問題がある他、全量を供給する用の消毒液よりも濃度の高い消毒液を用いなければ
ならないことから、消毒液の濃縮率によっては、交換頻度が高くなり、コストアップして
しまうといった問題があった。
【００１９】
　よって、使用者は、状況に応じて、全量の消毒液を消毒液タンクに供給する構成を具備
する洗浄消毒装置と、計量された消毒液を消毒液タンクに供給する構成を具備する洗浄消
毒装置とを選択する必要があったが、どちらの洗浄消毒装置にも上述したようなメリット
、デメリットがあることから、どちらの装置を用いるかの選択が、状況によっては難しい
他、２台の装置を購入するのは、経済的な負担が大きいといった問題があった。
【００２０】
　本発明の目的は、上記事情に鑑みてなされたものであり、１台の装置にて、消毒液タン
クに対し、全量または計量した消毒液を供給することができる構成を具備する洗浄消毒装
置を提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記目的を達成するため本発明による洗浄消毒装置は、貯留部内の薬液を供給すること
により、被洗浄消毒物を洗浄または消毒する洗浄消毒装置であって、容器内の前記薬液を
、前記被洗浄消毒物を洗浄または消毒する分量毎に、前記貯留部に供給する第１の薬液容
器と、容器内の前記薬液を、全量、前記貯留部に供給する第２の薬液容器と、前記第１の
薬液容器と前記第２の薬液容器とのいずれかが装着される１つの装着部と、前記装着部に
設けられた前記第１の薬液容器の第１の差し込み口と、前記装着部に設けられた前記第２
の薬液容器の第２の差し込み口と、前記第１の薬液容器が前記装着部に装着され前記第１
の差し込み口に差し込まれた際、前記第１の薬液容器内の前記薬液を、前記貯留部に供給
する第１の流路と、前記第２の薬液容器が前記装着部に装着され前記第２の差し込み口に
差し込まれた際、前記第２の薬液容器内の前記薬液を、前記貯留部に供給する第２の流路
と、前記第１の薬液容器から、前記貯留部に供給される前記薬液を計量する計量部材と、
前記装着部に装着された容器が前記第１の薬液容器か前記第２の薬液容器かを識別する識
別部材と、前記識別部材による前記容器の識別結果を基に、前記薬液に応じて前記薬液の
調製動作を制御する制御部と、を具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、１台の装置にて、消毒液タンクに対し、全量または計量した消毒液を
供給することができる構成を具備する洗浄消毒装置を提供することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下、被洗浄消毒物は、内
視鏡を例に挙げて説明する。
【００２４】
　図１は、本実施の形態を示す洗浄消毒装置の斜視図、図２は、図１のトップカバーが開
放され、洗浄消毒槽に内視鏡が収納自在な状態を示す洗浄消毒装置の斜視図である。
【００２５】
　同図に示すように、洗浄消毒装置１００は、使用済みの内視鏡１９０を洗浄、消毒する
ための装置であり、装置本体２００と、その上部に、例えば図示しない蝶番を介して開閉
自在に接続された蓋体であるトップカバー３００とにより、主要部が構成されている。
【００２６】
　図１に示すように、トップカバー３００が、装置本体２００に閉じられている状態では
、装置本体２００とトップカバー３００とは、装置本体２００及びトップカバー３００の
互いに対向する位置に配設された、例えばラッチ１８０により固定される構成となってい
る。
【００２７】
　装置本体２００の操作者が近接する図中前面（以下、前面と称す）であって、例えば装
置本体２００の幅方向Ｘにおける左半部の高さ方向Ｙの上部に、図示しない収容部が形成
されており、該収容部には、洗剤／アルコールトレー１１０が、装置本体２００の前方へ
引き出し自在に配設されている。尚、以下、図中装置本体２００の前面と後面とを結ぶ方
向を、奥行き方向Ｚと称す。
【００２８】
　洗剤／アルコールトレー１１０には、内視鏡１９０を洗浄する際に用いられる洗浄剤が
貯留された洗剤タンク１１０ａと、洗浄消毒後の内視鏡１９０を乾燥する際に用いられる
液体であるアルコールが貯留されたアルコールタンク１１０ｂとが収納されており、洗剤
／アルコールトレー１１０が奥行き方向Ｚ手前側に引き出し自在なことにより、各タンク
１１０ａ、１１０ｂに、所定に液体が補充できるようになっている。
【００２９】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１０には、２つの窓部１１０ｍが設けられており、該窓
部１１０ｍにより、各タンク１１０ａ、１１０ｂに注入されている洗浄剤及びアルコール
の残量が操作者によって確認できるようになっている。この洗浄剤は、図示しない給水フ
ィルタにより濾過処理がされた水道水により所定の濃度に希釈される濃縮洗剤である。
【００３０】
　また、装置本体２００の前面であって、例えば幅方向Ｘの右半部の高さ方向Ｙの上部に
、後述する装着部４０が形成されており、該装着部４０には、カセットトレー１２０が、
装置本体２００の奥行き方向Ｚの前方へ引き出し自在に配設されている。カセットトレー
１２０には、内視鏡１９０を消毒する際に用いる、過酢酸等の薬液である消毒液の数回分
の主剤と緩衝化剤とが別々に注入された第１の薬液容器である消毒液カセット１３または
該消毒液カセット１３内に注入された消毒液よりも濃度の低い全量供給用の消毒液の主剤
と緩衝化剤とが別々に注入された第２の薬液容器である消毒液カセット６が収納自在であ
る。
【００３１】
　カセットトレー１２０が、引き出し自在なことにより、消毒液カセット６または消毒液
カセット１３を所定にセットできるようになっている。尚、装着部４０及び消毒液カセッ
ト６、１３の詳しい構成は、後述する。
【００３２】
　さらに、装置本体２００の前面であって、カセットトレー１２０の高さ方向Ｙの上部に
、洗浄消毒時間の表示や、消毒液カセット６と消毒液カセット１３とのどちらが装着され
ているかの表示、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３０が
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配設されている。
【００３３】
　また、装置本体２００の図中前面の高さ方向Ｙの下部に、装置本体２００の上部に閉じ
られているトップカバー３００を、操作者の踏み込み操作により、図２に示すように、装
置本体２００の上方に開くためのペダルスイッチ１４０が配設されている。
【００３４】
　また、図２に示すように、装置本体２００の高さ方向Ｙの上面の、例えば操作者が近接
する奥行き方向Ｚの前面側の幅方向Ｘの両端寄りに、装置本体２００の洗浄、消毒動作ス
タートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定スイッチ類が配設されたメ
イン操作パネル２５０が設けられている。
【００３５】
　また、装置本体２００の高さ方向Ｙの上面であって、奥行き方向Ｚにおける操作者が近
接する前面に対向する背面側に、装置本体２００に水道水を供給するための、水道蛇口３
１に接続された給水ホース３１ａ（いずれも図７参照）が接続される給水ホース接続口１
３１が配設されている。尚、給水ホース接続口１３１に、水道水を濾過するメッシュフィ
ルタが配設されていてもよい。
【００３６】
　さらに、装置本体２００の高さ方向Ｙの上面の略中央部に、内視鏡収納口をトップカバ
ー３００によって開閉される、内視鏡１９０が収納自在な洗浄消毒槽５０が設けられてい
る。洗浄消毒槽５０は、槽本体１５０と該槽本体１５０の内視鏡収納口の外周縁に連続し
て周設されたテラス部１５１とにより構成されている。
【００３７】
　槽本体１５０は、使用後の内視鏡１９０が洗浄消毒される際、該内視鏡１９０が収納自
在であり、槽本体１５０の槽内の面である底面１５０ｔには、槽本体１５０に供給された
洗浄液、水、アルコール、消毒液等を槽本体１５０から排水する、または消毒液を後述す
る消毒液タンク６０（図７参照）に戻すための排水口１５５が設けられている。
【００３８】
　また、槽本体１５０の槽内の面である周状の側面１５０ｓの任意の位置に、槽本体１５
０に供給された洗浄液、水、消毒液等を、図示しない手段を介して内視鏡１９０の内部に
具備された各管路に供給する、またはメッシュフィルタ等を介し、給水循環ノズル１２４
から槽本体１５０に再度供給するための循環口１５６が設けられている。尚、循環口１５
６には、洗浄液等を濾過するメッシュフィルタが設けられていても良い。
【００３９】
　尚、上述した循環口１５６は、槽本体１５０の底面１５０ｔに設けられていてもよい。
循環口１５６が槽本体１５０の底面１５０ｔに設けられていれば、内視鏡１９０の各管路
、または再度槽本体１５０への、洗浄液、水、消毒液等の供給タイミングを早めることが
できる。さらに、ユーザが循環口１５６に設けられたメッシュフィルタ等を交換するに際
し、底面に設けられていると、操作者がアプローチしやすくなるといった利点がある。
【００４０】
　洗浄消毒槽５０の槽本体１５０の底面１５０ｔの略中央部に、洗浄ケース１６０が配設
されている。
【００４１】
　洗浄ケース１６０には、内視鏡１９０の各スコープスイッチ等のボタン類、内視鏡１９
０に併設されている取り外し可能な部品が収容される。その結果、各ボタン類及び取り外
した部品は、内視鏡１９０と一緒に洗浄、消毒される。
【００４２】
　槽本体１５０の側面１５０ｓの任意の位置に、槽本体１５０に供給された洗浄液、水、
消毒液等の水位を検出するカバー付き水位センサ１３２が設けられている。
【００４３】
　テラス部１５１のテラス面１５１ｔ以外の面、即ち槽本体１５０の底面１５０ｔと平行
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な面に、槽本体１５０に対し、洗剤タンク１１０ａから、図示しない洗剤用ポンプにより
、水道水により所定の濃度に希釈される洗浄剤を供給するための洗剤ノズル１２２及び、
後述する消毒液タンク６０（図７参照）から、消毒液供給ポンプ２５（図７参照）により
、消毒液を供給するための消毒液ノズル１２３が配設されている。
【００４４】
　さらに、テラス部１５１の槽本体１５０の底面１５０ｔと平行な面に、槽本体１５０に
対し、給水するための、または槽本体１５０の循環口１５６から吸引した洗浄液、水、消
毒液等を、再度槽本体１５０に供給するための給水循環ノズル１２４が配設されている。
【００４５】
尚、洗剤ノズル１２２、消毒液ノズル１２３及び給水循環ノズル１２４は、テラス面１５
１ｔに配設されていても良い。
【００４６】
　また、テラス部１５１のテラス面１５１ｔの操作者近接位置５０ｋに対向する側の面１
５１ｆに、内視鏡１９０の内部に具備された管路に、洗浄液、水、アルコール、消毒液、
またはエア等を供給するための複数、ここでは２つの送気送水／鉗子口用ポート１３３と
、鉗子起上用ポート１３４と、漏水検知用ポート１３５とが配設されている。
【００４７】
　次に、装置本体２００に形成された装着部４０、及び消毒液カセット６、１３の構成に
ついて、図３～図６を用いて説明する。図３は、図１の装置本体の消毒液用の装着部から
カセットトレーを除去した状態を示す洗浄消毒装置の斜視図、図４は、図３の装着部に装
着される第２の薬液タンクを示す斜視図、図５は、図３の装着部に装着される第１の薬液
タンクを示す斜視図、図６は、図３の装着部をVIの方向からみた平面図である。
【００４８】
　図３に示すように、装着部４０は、消毒液カセット６と消毒液カセット１３とのいずれ
かが、カセットトレー１２０により装着自在な空間を有して形成されている。
【００４９】
　また、装着部４０の装置本体２００の奥行き方向Ｚにおける後方側の面４０ｍに、図６
に示すように、消毒液カセット６の後述する供給口４ｎ，５ｎが差し込まれる第２の差し
込み口４５ａ，４５ｂと、消毒液カセット１３の後述する供給口１１ｎ，１２ｎが差し込
まれる第１の差し込み口４６ａ，４６ｂとが設けられている。
【００５０】
　詳しくは、面４０ｍにおいて、第２の差し込み口４５ａ，４５ｂは、幅方向Ｘに沿って
、第１の差し込み口４６ａ，４６ｂよりも高さ方向Ｙの上側に並んで設けられており、第
１の差し込み口４６ａ，４６ｂは、幅方向Ｘに沿って、第２の差し込み口４５ａ，４５ｂ
よりも高さ方向Ｙの下側に並んで設けられている。
【００５１】
　また、各差し込み口４５ａ，４５ｂには、装着部４０に消毒液カセット６が装着された
際、消毒液カセット６の各供給口４ｎ，５ｎに設けられた図示しない薄膜を破って、消毒
液カセット６内の消毒液をカセット外に排出させる図示しないカセット刃がそれぞれ設け
られている。
【００５２】
　同様に、各差し込み口４６ａ，４６ｂにも、装着部４０に消毒液カセット１３が装着さ
れた際、消毒液カセット６の各供給口１１ｎ，１２ｎに設けられた図示しない薄膜を破っ
て、消毒液カセット１３内の消毒液をカセット外に排出させる図示しないカセット刃がそ
れぞれ設けられている。
【００５３】
　また、装着部４０の高さ方向Ｙの上面の面４０ｍ側の位置に、装着部４０に装着された
消毒液カセットが、消毒液カセット６か、消毒液カセット１３かを識別する識別部材であ
るＲＦＩＤ読み取りアンテナ（以下、単にアンテナと称す）４３が設けられている。
【００５４】
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　アンテナ４３は、装着部４０に消毒液カセット６または消毒液カセット１３が装着され
た際、消毒液カセット６に設けられた後述するＲＦＩＤチップ７または消毒液カセット１
３に設けられた後述するＲＦＩＤチップ１４を読み取ることにより、装着部４０に装着さ
れた消毒液カセットが、消毒液カセット６か、消毒液カセット１３かを識別するものであ
る。
【００５５】
　また、装着部４０の底面４０ｔにおいて、奥行き方向Ｚに沿って、高さ方向Ｙに、例え
ば半円状に突出したレール状の突起部材４２が形成されている。
【００５６】
　突起部材４２は、装着部４０に消毒液カセット６または消毒液カセット１３が装着され
た際、消毒液カセット６の底部に形成された後述する孔６ｉまたは消毒液カセット１３の
底部に形成された後述する孔１３ｉが嵌入することにより、消毒液カセット６が、差し込
み口４６ａ，４６ｂに差し込まれてしまうとともに、消毒液カセット１３が差し込み口４
５ａ，４５ｂに差し込まれてしまうことを防止する誤差し防止部を構成している。
【００５７】
　消毒液カセット６は、図４に示すように、消毒液の主剤が貯留された主剤カセット４と
、消毒液の緩衝化剤が貯留された緩衝化剤カセット５とから構成されており、主剤カセッ
ト４と緩衝化剤カセット５とは、一体となるように固定されている。具体的には、幅方向
Ｘにおいて対向して接するよう一体的に固定されている。
【００５８】
　主剤カセット４に貯留されている主剤及び緩衝化剤カセット５内に貯留されている緩衝
化剤は、内視鏡１９０を消毒する毎に、全量が後述する消毒液タンク６０（図７参照）に
供給される、内視鏡１９０を複数回消毒する再使用可能な消毒液であり、消毒液カセット
１３の主剤カセット１１に貯留されている主剤及び緩衝化剤カセット１２に貯留されてい
る緩衝化剤よりも濃度が低いものがそれぞれ貯留されている。
【００５９】
　また、主剤カセット４及び緩衝化剤カセット５の奥行き方向Ｚにおける装着部４０に装
着される側の面において、高さ方向Ｙの上側に、幅方向Ｘに沿って、供給口４ｎ、５ｎが
それぞれ並んで形成されている。
【００６０】
　供給口４ｎ，５ｎは、消毒液カセット６が装着部４０に装着された際、供給口４ｎが差
し込み口４５ｂに差し込まれ、供給口５ｎが差し込み口４５ａに差し込まれる。このこと
により、各差し込み口４５ａ，４５ｂにそれぞれ設けられたカセット刃によって、各供給
口４ｎ，５ｎに形成された薄膜が破られることにより、主剤カセット４内の主剤及び緩衝
化剤カセット５内の緩衝化剤が、消毒液カセット６外に排出される。
【００６１】
　また、消毒液カセット６の高さ方向Ｙの底面において、主剤カセット４と緩衝化剤カセ
ット５との接触位置に、奥行き方向Ｚに沿って、例えば半円状の孔６ｉが形成されている
。孔６ｉは、装着部４０に消毒液カセット６が装着された際、装着部４０の底面４０ｔに
形成された突起部材４２が嵌入することにより、供給口４ｎ，５ｎが、差し込み口４６ａ
，４６ｂに差し込まれてしまうことを防止する誤差し防止部を構成している。
【００６２】
　さらに、消毒液カセット６の高さ方向Ｙの上面であって、供給口４ｎ，５ｎ側の位置に
、識別部材であるＲＦＩＤチップ７が設けられている。ＲＦＩＤチップ７には、消毒液カ
セット６中の消毒液が、全量を供給する用の消毒液である情報が記憶されている。
【００６３】
　ＲＦＩＤチップ７は、装着部４０に消毒液カセット６が装着された際、アンテナ４３に
よって読み取られることにより、アンテナ４３に、装着部４０に装着された消毒液カセッ
トが消毒液カセット６である旨を識別させるものである。
【００６４】
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　また、仮に装着部４０に突起部材４２が設けられていなくとも、ＲＦＩＤチップ７が、
消毒液カセット６の上面に設けられていることにより、供給口４ｎ，５ｎが、差し込み口
４６ａ，４６ｂに差し込まれてしまうことが防止される。これは、装着部４０に消毒液カ
セット６をＲＦＩＤチップ７が底面４０ｔに接するように誤装着されてしまったとしても
、アンテナ４３は、装着部４０の上面に設けられているため、アンテナ４３によるＲＦＩ
Ｄチップ７の読み取りができないことから、使用者が誤差しに気付くためである。
【００６５】
　消毒液カセット１３は、図５に示すように、消毒液の主剤が貯留された主剤カセット１
１と、消毒液の緩衝化剤が貯留された緩衝化剤カセット１２とから構成されており、主剤
カセット１１と緩衝化剤カセット１２とは、一体となるように固定されている。具体的に
は、幅方向Ｘにおいて対向して接するよう一体的に固定されている。
【００６６】
　主剤カセット１１に貯留されている複数回分の主剤及び緩衝化剤カセット１２内に貯留
されている複数回分の緩衝化剤は、内視鏡１９０を消毒する毎に、消毒に必要な量が計量
されて後述する消毒液タンク６０（図７参照）に供給される、例えば内視鏡１９０の１回
の消毒後、廃棄される使い捨て用の消毒液であり、消毒液カセット６の主剤カセット４に
貯留されている主剤及び緩衝化剤カセット５に貯留されている緩衝化剤よりも濃度が高い
ものがそれぞれ貯留されている。
【００６７】
　また、主剤カセット１１及び緩衝化剤カセット１２の奥行き方向Ｚにおける装着部４０
に装着される側の面において、高さ方向Ｙの下側に、幅方向Ｘに沿って、供給口１１ｎ，
１２ｎがそれぞれ並んで形成されている。
【００６８】
　供給口１１ｎ，１２ｎは、消毒液カセット１３が装着部４０に装着された際、供給口１
１ｎが差し込み口４６ｂに差し込まれ、供給口１２ｎが差し込み口４６ａに差し込まれる
。このことにより、各差し込み口４６ａ，４６ｂにそれぞれ設けられた図示しないカセッ
ト刃によって、各供給口１１ｎ，１２ｎに形成された薄膜が破られることにより、主剤カ
セット１１内の主剤及び緩衝化剤カセット１２内の緩衝化剤が、消毒液カセット１３外に
排出される。
【００６９】
　また、消毒液カセット１３の高さ方向Ｙの底面において、主剤カセット１１と緩衝化剤
カセット１２との接触位置に、奥行き方向Ｚに沿って、例えば半円状の孔１３ｉが形成さ
れている。孔１３ｉは、装着部４０に消毒液カセット１３が装着された際、装着部４０の
底面４０ｔに形成された突起部材４２が嵌入することにより、供給口１１ｎ，１２ｎが、
差し込み口４５ａ，４５ｂに差し込まれてしまうことを防止する誤差し防止部を構成して
いる。
【００７０】
　さらに、消毒液カセット１３の高さ方向Ｙの上面であって、供給口１１ｎ，１２ｎ側の
位置に、識別部材であるＲＦＩＤチップ１４が設けられている。ＲＦＩＤチップ１４には
、消毒液カセット１３中の消毒液が、計量して供給する用の消毒液である情報が記憶され
ている。
【００７１】
　ＲＦＩＤチップ１４は、装着部４０に消毒液カセット１３が装着された際、アンテナ４
３によって読み取られることにより、アンテナ４３に、装着部４０に装着された消毒液カ
セットが消毒液カセット１３である旨を識別させるものである。
【００７２】
　また、仮に装着部４０に突起部材４２が設けられていなくとも、ＲＦＩＤチップ１４が
、消毒液カセット１３の上面に設けられていることにより、供給口１１ｎ，１２ｎが、差
し込み口４５ａ，４５ｂに差し込まれてしまうことが防止される。これは、装着部４０に
消毒液カセット１３をＲＦＩＤチップ１４が底面４０ｔに接するように誤装着されてしま



(10) JP 4847986 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

ったとしても、アンテナ４３は、装着部４０の上面に設けられているため、アンテナ４３
によるＲＦＩＤチップ１４の読み取りができないことから、使用者が誤差しに気付くため
である。
【００７３】
　次に、図１の洗浄消毒装置が内部に具備する管路構成について、図７を用いて概略的に
説明する。図７は、図１の洗浄消毒装置の管路構成を概略的に示す図である。尚、以下、
管路構成は、消毒液を洗浄消毒槽に供給する用の管路構成についてのみ説明する。また、
その他の管路構成は、周知であるため、その説明は省略する。
【００７４】
　図７に示すように、洗浄消毒装置１００は、給水ホース接続口１３１に給水ホース３１
ａの一端が接続され、この給水ホース３１ａの他端が外部の水道蛇口３１に接続されるこ
とにより、水道水が供給される構成を有している。
【００７５】
　給水ホース接続口１３１に、給水管路３２の一端が接続されている。給水管路３２の他
端は、貯留部である消毒液タンク６０に連通している。尚、給水管路３２を介して水道蛇
口３１から消毒液タンク６０に供給される水道水は、消毒液タンク６０に貯留された消毒
液を所定の濃度に希釈する希釈水を構成している。
【００７６】
　給水管路３２の給水ホース接続口１３１の接続部位には、水道蛇口３１から洗浄消毒装
置１００への水道水の供給の有無を、後述する制御部１の制御により切り換える電磁弁２
１が介装されている。
【００７７】
　また、給水管路３２の中途位置には、制御部１の制御によって流路方向を切り換える管
路切換弁２２が介装されており、管路切換弁２２には、一端が給水循環ノズル１２４に接
続された水道水供給管路３３の他端が接続されている。
【００７８】
　管路切換弁２２は、水道蛇口３１から供給された水道水を、給水管路３２を介して消毒
液タンク６０に供給するか、水道水供給管路３３を介して洗浄消毒槽５０に供給するかを
制御部１の制御によって切り換えるものである。
【００７９】
　また、洗浄消毒槽５０の底面１５０ｔにおいて、排水口１５５、循環口１５６の位置に
は、洗浄消毒槽５０内の液体を、排水口１５５と循環口１５６とのいずれかから排出する
よう、制御部１の制御により切り換える切換弁２４が設けられている。
【００８０】
　循環口１５６には、中途位置に制御部１の制御によって駆動する循環ポンプ２３が介装
された循環管路３４の一端が接続されている。循環管路３４の他端は、水道水供給管路３
３の中途位置に接続されている。よって、切換弁２４によって、循環口１５６側に流路が
切り換えられた場合であって、循環ポンプ２３が駆動された場合には、洗浄消毒槽５０内
の液体は、循環管路３４、水道水供給管路３３を介して、給水循環ノズル１２４から、再
度洗浄消毒槽５０内に供給される。
【００８１】
　排水口１５５には、中途位置に、制御部１の制御によって流路を切り換える切換弁３９
が介装された排水管路３５の一端が接続されている。排水管路３５の他端は、排水口２９
に接続されている。また、切換弁３９に、一端が消毒液タンク６０に連通する回収管路３
６の他端が接続されている。
【００８２】
　よって、切換弁２４によって、排水口１５５側に流路が切り換えられた場合であって、
切換弁３９によって、排水管路３５側に流路が切り換えられた場合には、洗浄消毒槽５０
内の消毒液は、排水管路３５を介して、排水口２９から洗浄消毒装置１００外に排出され
る。
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【００８３】
　また、切換弁２４によって、排水口１５５側に流路が切り換えられた場合であって、切
換弁３９によって、回収管路３６側に流路が切り換えられた場合には、洗浄消毒槽５０内
の消毒液は、排水管路３５、回収管路３６を介して、消毒液タンク６０に回収される。
【００８４】
　洗浄消毒槽５０に設けられた消毒液ノズル１２３には、一端が消毒液タンク６０に連通
する消毒液供給管路３７の他端が接続されている。また、消毒液供給管路３７の中途位置
には、制御部１の制御によって駆動する消毒液供給ポンプ２５が介装されている。
【００８５】
　また、装着部４０の差し込み口４５ａ，４５ｂには、それぞれ管路９１が接続されてお
り、２本の管路９１は、消毒液カセット６内の消毒液を消毒液タンク６０に供給する第２
の流路である１本の第２の消毒液供給管路８０に連通している。
【００８６】
　尚、第２の消毒液供給管路８０は、消毒液タンク６０に開口している。また、第２の消
毒液供給管路８０は、装着部４０に装着された消毒液カセット６から主剤及び緩衝化剤を
、出来るだけ早く消毒液タンク６０に供給するため、管路径が出来るだけ太く、また管路
長が出来るだけ短いことが好ましい。
【００８７】
　また、第２の消毒液供給管路８０を設けずに、２本の管路９１が、直接、消毒液タンク
６０に連通していても構わない。
【００８８】
　さらに、装着部４０の差し込み口４６ａ，４６ｂには、消毒液カセット１３内の消毒液
を消毒液タンク６０に供給する第１の流路である２本の第１の消毒液供給管路９０ａの各
一端が、それぞれ接続されている。
【００８９】
　２本の第１の消毒液供給管路９０ａの各他端は、消毒液カセット１３から供給される消
毒液を計量する計量部材である計量ケース７０に接続されている。また、２本の第１の消
毒液供給管路９０ａの各中途位置に、制御部１の制御により開閉する電磁弁７５ａ，７５
ｂがそれぞれ介装されている。また、計量ケース７０には、複数の水位センサ７１～７３
が設けられている。
【００９０】
　さらに、計量ケース７０の底部側には、制御部１の制御により開閉する電磁弁７４が設
けられており、電磁弁７４には、一端が消毒液タンク６０に開口する消毒液カセット１３
内の消毒液を消毒液タンク６０に供給する第１の流路である第１の消毒液供給管路９０ｂ
の他端が接続されている。
【００９１】
　消毒液タンク６０は、消毒液カセット６，１３から供給された消毒液、または洗浄消毒
槽５０から回収された消毒液が貯留されるものであり、上部に、脱臭フィルタ６１が設け
られている。また、消毒液タンク６０にも、複数の水位センサ６２～６５が設けられてい
る。
【００９２】
　制御部１は、各種弁２１、２２、２４、３９、７４、７５ａ，７５ｂの開閉または切り
換え動作を制御したり、各種ポンプ２３、２５の駆動を制御したりするものである。
【００９３】
　また、制御部１は、アンテナ４３からの消毒液カセット６か消毒液カセット１３かの識
別結果を基に、全量供給用の消毒液か、計量して供給する用の消毒液かに応じて、消毒液
タンク６０に対し消毒液の調製動作を制御する。
【００９４】
　具体的には、制御部１は、アンテナ４３によって消毒液カセット１３が識別された際、
消毒液タンク６０に消毒液カセット１３から消毒液を計量して供給するか、アンテナ４３
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によって消毒液カセット６が識別された際、消毒液カセット６から消毒液を全量供給する
かのいずれかの制御と、消毒液タンク６０に供給された消毒液の濃度に応じて、消毒液タ
ンク６０に供給される水道水の量を変化させて、消毒液の希釈濃度を制御する。
【００９５】
　次に、本実施の形態の作用について説明する。  
　先ず、消毒液を再利用可能として、内視鏡１９０の複数本の消毒に使用したい場合には
、使用者は、装置本体２００の装着部４０に、消毒液カセット６を装着する。装着後、消
毒液カセット６の主剤カセット４の供給口４ｎは、差し込み口４５ｂに差し込まれ、供給
口４ｎの薄膜がカセット刃により破られるとともに、緩衝化剤カセット５の供給口５ｎは
、差し込み口４５ａに差し込まれ、供給口５ｎの薄膜がカセット刃によって破られる。
【００９６】
　この際、消毒液カセット６の底部に形成された孔６ｉに、装着部４０の突起部４２が嵌
入されることから、装着部４０に対し誤った方向に消毒液カセット６が装着されて、供給
口４ｎ，５ｎが差し込み口４６ａ，４６ｂに差し込まれてしまうことが防止される。
【００９７】
　差し込み口４５ａ，４５ｂに供給口４ｎ，５ｎが差し込まれると、アンテナ４３によっ
て、消毒液カセット６の上面に設けられたＲＦＩＤチップ７から、装着部４０に装着され
た消毒液カセットが、消毒液カセット６であることが識別される。
【００９８】
　尚、識別結果は、制御部１に伝送される。その結果、制御部１は、サブ操作パネル１３
０に、消毒液カセット６が装着された旨を表示させるとともに、電磁弁７４、７５ａ，７
５ｂを閉にする制御を維持する。
【００９９】
　主剤カセット４内の主剤及び緩衝化剤カセット５内の緩衝化剤は、２本の管路９１及び
第２の消毒液供給管路８０を介して、消毒液タンク６０内に全量が供給される。尚、この
際の供給量は、例えば水位センサ６３によって検知される。
【０１００】
　その後、制御部１は、電磁弁２１を開成するとともに、切換弁２２を、給水管路３２側
に切り換える。その結果、水道蛇口３１から、消毒液タンク６０内に消毒液の希釈水であ
る水道水が供給される。
【０１０１】
　尚、この際の水道水の供給量は、アンテナ４３がＲＦＩＤチップ７から読み取った消毒
液の濃度情報に基づいて調整される。即ち、消毒液の希釈量が調整される。
【０１０２】
　水道水の供給後、例えば消毒液タンク６０内の水位が水位センサ６４によって検出され
た後、制御部１は、電磁弁２１を閉成する。
【０１０３】
　その後、制御部１は、消毒液供給ポンプ２５を駆動することにより、消毒液タンク６０
内の希釈された消毒液を、消毒液供給管路３７を介して消毒液ノズル１２３から洗浄消毒
槽５０に供給する。尚、図示しないが、消毒液は、各ポート１３３、１３４から内視鏡１
９０内の管路にも供給される。
【０１０４】
　次いで、制御部１は、切換弁２４を循環口１５６側に切り換えるとともに、循環ポンプ
２３を駆動する。その後、洗浄消毒槽５０内の消毒液は、循環管路３４、水道水供給管路
３３を介して、給水循環ノズル１２４から再度洗浄消毒槽５０に供給される。その結果、
洗浄消毒槽５０内に収容された内視鏡１９０は、消毒される。
【０１０５】
　消毒終了後、制御部１は、切換弁２４を排水口１５５側に切り換えて、切換弁３９を回
収管路３６側に切り換える。その結果、洗浄消毒槽５０内の消毒液は、排水管路３５、回
収管路３６を介して、消毒液タンク６０に回収される。
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【０１０６】
　その後、消毒液タンク６０内の消毒液は、一定期間、効果がなくなるまで、複数本の内
視鏡１９０の消毒に用いられ、一定期間経過後は、排水管路３５を介して排水口２９から
洗浄消毒装置１００外に排出される。
【０１０７】
　次に、消毒液を内視鏡１９０を１本消毒する量に計量して、計量した消毒液を、内視鏡
１９０の１本の消毒に使用したい場合には、使用者は、装置本体２００の装着部４０に、
消毒液カセット１３を装着する。装着後、消毒液カセット１３の主剤カセット１１の供給
口１１ｎは、差し込み口４６ｂに差し込まれ、供給口１１ｎの薄膜がカセット刃により破
られるとともに、緩衝化剤カセット１２の供給口１２ｎは、差し込み口４６ａに差し込ま
れ、供給口１２ｎの薄膜がカセット刃によって破られる。
【０１０８】
　この際、消毒液カセット１３の底部に形成された孔１３ｉに、装着部４０の突起部材４
２が嵌入されることから、装着部４０に対し誤った方向に洗浄液カセット１３が装着され
て、供給口１１ｎ，１２ｎが差し込み口４５ａ，４５ｂに差し込まれてしまうことが防止
される。
【０１０９】
　差し込み口４６ａ，４６ｂに供給口１１ｎ，１２ｎが差し込まれると、アンテナ４３に
よって、消毒液カセット１３の上面に設けられたＲＦＩＤチップ１４から、装着部４０に
装着された消毒液カセットが、消毒液カセット１３であることが識別される。
【０１１０】
　尚、識別結果は、制御部１に伝送される。その結果、制御部１は、先ず、サブ操作パネ
ル１３０に、消毒液カセット１３が装着された旨を表示させるとともに、電磁弁７５ｂを
開成する。その結果、複数回分の主剤が貯留されている主剤カセット１１から、１回分の
主剤が、第１の消毒液供給管路９０ａを介して計量ケース７０に供給される。
【０１１１】
　その後、制御部１は、電磁弁７５ｂを閉成した後、電磁弁７５ａを開成すると、複数回
分の緩衝化剤が貯留されている緩衝化剤カセット１２から、１回分の緩衝化剤が、第１の
消毒液供給管路９０ａを介して計量ケース７０に供給される。
【０１１２】
　尚、計量ケース７０における主剤及び緩衝化剤の量は、水位センサ７１～７３のいずれ
かによって計量される。
【０１１３】
　その後、制御部１は、電磁弁７５ａを閉成した後、電磁弁７４を開成する。その結果、
計量ケース７０内の消毒液は、消毒液タンク６０内に供給される。尚、該供給量は、例え
ば水位センサ６２によって検出される。
【０１１４】
　次いで、制御部１は、電磁弁７４を閉成し、電磁弁２１を開成するとともに、切換弁２
２を、給水管路３２側に切り換える。その結果、水道蛇口３１から、消毒液タンク６０内
に消毒液の希釈水である水道水が供給される。
【０１１５】
　尚、この際の水道水の供給量は、アンテナ４３がＲＦＩＤチップ１４から読み取った消
毒液の濃度情報に基づいて調整される。即ち、消毒液の希釈量が調整される。
【０１１６】
　水道水の供給の後、例えば消毒液タンク６０内の水位が水位センサ６５によって検出さ
れた後、制御部１は、電磁弁２１を閉成する。
【０１１７】
　その後、制御部１は、消毒液供給ポンプ２５を駆動することにより、消毒液タンク６０
内の希釈された消毒液を、消毒液供給管路３７を介して消毒液ノズル１２３から洗浄消毒
槽５０に供給する。尚、図示しないが、消毒液は、各ポート１３３、１３４から内視鏡１
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９０内の管路にも供給される。次いで、制御部１は、切換弁２４を循環口１５６側に切り
換えるとともに、循環ポンプ２３を駆動する。その後、洗浄消毒槽５０内の消毒液は、循
環管路３４、水道水供給管路３３を介して、給水循環ノズル１２４から再度洗浄消毒槽５
０に供給される。その結果、洗浄消毒槽５０内に収容された内視鏡１９０は、消毒される
。
【０１１８】
　消毒終了後、制御部１は、切換弁２４を排水口１５５側に切り換えて、切換弁３９を排
水管路３５側に切り換える。その結果、洗浄消毒槽５０内の消毒液は、排水管路３５を介
して、排水口２９から洗浄消毒装置１００外に排出される。即ち、消毒液カセット１３か
ら供給された消毒液は、１回で廃棄される。
【０１１９】
　尚、消毒液カセット１３から供給された消毒液であっても、上述のように、消毒液タン
ク６０に回収して、複数回消毒に用いても良いことは勿論である。
【０１２０】
　このように、本実施の形態においては、装置本体２００に設けられた装着部４０に対し
て、全量の消毒液を消毒液タンク６０に供給する消毒液カセット６と、１回の消毒に用い
る消毒液を消毒液タンク６０に供給する消毒液カセット１３とのいずれかが装着自在であ
ると示した。
【０１２１】
　また、消毒液カセット６の主剤カセット４の供給口４ｎ及び緩衝化剤カセット５の供給
口５ｎが差し込まれる装着部４０の差し込み口４５ａ，４５ｂから消毒液タンク６０に消
毒液を供給する第２の消毒液供給管路８０は、消毒液カセット１３の主剤カセット１１の
供給口１１ｎ及び緩衝化剤カセット１２の供給口１２ｎが差し込まれる装着部４０の差し
込み口４６ａ，４６ｂから消毒液タンク６０に消毒液を供給する第１の消毒液供給管路９
０ａ、９０ｂとは、別途に設けられていると示した。
【０１２２】
　さらに、装着部４０に、該装着部４０に消毒液カセットが装着された際、該装着された
消毒液カセットが、消毒液カセット６か消毒液カセット１３かを識別するアンテナ４３が
設けられていると示した。
【０１２３】
　また、制御部１は、アンテナ４３が読み取った識別情報に応じて、各種弁の開閉または
切り換え動作を制御したり、消毒液の希釈に用いる水道水の供給量を制御したりすると示
した。
【０１２４】
　このことによれば、１台の洗浄消毒装置にて、全量を消毒液タンクに供給するリユース
タイプの消毒液と、１回の消毒に用いる消毒液を計量して消毒タンクに供給する使い捨て
タイプの消毒液とを用いることができることから、状況に応じた消毒液の使用が行えるた
め、使用者の使い勝手が向上する。
【０１２５】
　また、消毒液カセット１３をセット後、期間に関係なく、消毒工程を行う度に、計量し
て消毒液を用いることができることから、消毒液をムダに廃棄することがないため、低コ
ストにて、消毒工程を行うことができる。
【０１２６】
　さらに、連続して複数本の内視鏡１９０を消毒する場合には、消毒液カセット６から全
量を消毒液タンク６０に供給することにより、短時間で効率良く複数本の内視鏡１９０に
対する消毒工程を行うことができる。
【０１２７】
　さらに、２台の洗浄消毒装置を用意する必要がないことから、製造コスト、管理コスト
等が削減できるとともに、安価な洗浄消毒装置を使用者に提供することができる。
【０１２８】
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　また、消毒液カセット６、１３が装着される装着部４０は、装置本体２００に対して１
つのみ形成されていることから、装置本体２００内の管路構成を、装着部が複数形成され
ている場合に比べ、簡素化することができる。
【０１２９】
　尚、以下、変形例を、図８～図１０を用いて示す。図８は、図４の消毒液カセットの変
形例を示す消毒液カセットの斜視図、図９は、図５の消毒液カセットの変形例を示す消毒
液カセットの斜視図、図１０は、図６の装着部の変形例を示す装着部の正面図である。
【０１３０】
　本実施の形態においては、装着部４０にアンテナ４３を設け、消毒液カセット６にＲＦ
ＩＤチップ７を設けるとともに、消毒液カセット１３にＲＦＩＤチップ１４を設け、アン
テナ４３が、ＲＦＩＤチップ７、１４のいずれかを読み取ることにより、装着部４０に消
毒液カセット６と消毒液カセット１３とのいずれかが装着されたかを識別すると示した。
【０１３１】
　これに限らず、別の方法で、装着部４０に消毒液カセット６と消毒液カセット１３との
いずれかが装着されたかを識別しても構わない。
【０１３２】
 具体的には、図８に示すように、消毒液カセット６の供給口４ｎ，５ｎが設けられた面
において、供給口４ｎ，５ｎよりも高さ方向Ｙの下側に、奥行き方向Ｚに突出するボトル
識別ピン１０１を設けるとともに、図９に示すように、消毒液カセット１３の供給口１１
ｎ，１２ｎが設けられた面において、供給口１１ｎ，１２ｎよりも高さ方向Ｙの上側に、
奥行き方向Ｚに突出するボトル識別ピン１０２を設ける。
【０１３３】
 また、装着部４０の面４０ｍの高さ方向の下側であって、装着部４０に図８に示す消毒
液カセット６が装着された際、ボトル識別ピン１０１が当接する位置に、ボトル識別セン
サ孔４８を形成して、装着部４０の面４０ｍの高さ方向の上側であって、装着部４０に図
９に示す消毒液カセット１３が装着された際、ボトル識別ピン１０２が当接する位置に、
ボトル識別センサ孔４７を形成する。尚、各ボトル識別センサ孔４７、４８の内部には、
各識別ピン１０１、１０２を検知する非接触式の光学センサや、非接触式のマイクロスイ
ッチ等がセットされている。
【０１３４】
 このことによれば、装着部４０に消毒液カセット６が装着された際には、ボトル識別ピ
ン１０１は、ボトル識別センサ孔４８に嵌入することにより、識別ピン１０１が非接触で
、例えば光学センサにより読み取られることにより、装着部４０に装着されたのは、消毒
液カセット６であることが識別される。
【０１３５】
 また、装着部４０に消毒液カセット１３が装着された際には、ボトル識別ピン１０２は
、ボトル識別センサ孔４７に嵌入することにより、識別ピン１０２が非接触で、例えば光
学センサにより読み取られることにより、装着部４０に装着されたのは、消毒液カセット
１３であることが識別される。尚、この場合、各ボトル識別ピン１０１，１０２、各ボト
ル識別センサ孔４７，４８は、本実施の形態における識別部材を構成する。
【０１３６】
　このような構成によれば、ＲＦＩＤを用いたシステムよりもより安価に、装着部４０に
消毒液カセット６と消毒液カセット１３とのいずれかが装着されたかを識別することがで
きる。
【０１３７】
　尚、他の装着部４０に消毒液カセット６と消毒液カセット１３とのいずれかが装着され
たかを識別する方法としては、消毒液カセット６，１３、装着部４０にバーコードを設け
て識別を行う方法や、消毒液カセット６と消毒液カセット１３とに対し、消毒液カセット
６と消毒液カセット１３とで異なる位置に磁石を設けるとともに、装着部４０にマグネッ
トセンサを設け、マグネットセンサが、磁石の位置を検出することにより、識別を行う手
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法や、さらに、消毒液タンク６０に供給された消毒液の量を、水位センサ６２～６５で検
出することにより識別を行う手法等が考えられる。
【０１３８】
　また、以下、別の変形例を示す。  
　本実施の形態においては、装着部４０に消毒液カセット１３を装着して消毒液を計量し
て消毒液タンク６０に供給する場合、計量は、計量ケース７０を用いて行うと示した。
【０１３９】
　これに限らず、計量ケース７０を用いなくとも、例えば、第１の消毒液供給管路９０ａ
を介して直接、消毒液を消毒液タンク６０に供給する構成であっても、計量を、消毒液タ
ンク６０内の水位センサ６２～６５を用いて行えば、本実施の形態と同様の効果を得るこ
とができる。尚、この場合、水位センサ６２～６５が、本実施の形態における計量部材を
構成する。
【０１４０】
　さらに、本実施の形態においては、複数回分の消毒液が貯留された消毒液カセット１３
から消毒液を供給する場合、内視鏡１９０の１回分の消毒液を供給して行うと示したが、
これに限らず、全量以外であれば、複数回分の消毒液を計量して供給する構成であっても
構わない。尚、この場合は、消毒液カセット１３内の主剤及び緩衝化剤の濃度は、１回分
を計量する場合と比べ低くなる他、水道水による希釈量も１回分とは異なる。
【０１４１】
　また、本実施の形態においては、装着部４０の底面４０ｔの突起部材４２に、消毒液カ
セット６の孔６ｉまたは消毒液カセット１３の孔１３ｉが嵌入することにより、消毒液カ
セットの誤差しが防止されると示した。
【０１４２】
　これに限らず、消毒液カセットの形状を高さ方向Ｙの上下で異ならせたり、幅方向Ｘの
左右で異ならせたりして、装着部４０の空間を適切な装着方向でのみでしか消毒液カセッ
トが装着できない形状に形成することにより、消毒液カセットの誤装着を防止しても構わ
ない。
【０１４３】
　また、本実施の形態においては、洗浄消毒装置で洗浄消毒する被洗浄消毒物は、内視鏡
１９０を例に挙げて示したが、被洗浄消毒物は、内視鏡以外のもの、例えば処置具であっ
ても良いことは云うまでもない。
【０１４４】
　さらに、本実施の形態においては、薬液は、消毒液を例に挙げて示したが、消毒液以外
の液体に本実施の形態を適用しても構わない。
【０１４５】
　また、本発明は以上述べた実施形態のみに限定されるものでなく、発明の要旨を脱しな
い範囲で種々変形可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１４６】
【図１】本実施の形態を示す洗浄消毒装置の斜視図。
【図２】図１のトップカバーが開放され、洗浄消毒槽に内視鏡が収納自在な状態を示す洗
浄消毒装置の斜視図。
【図３】図１の装置本体の消毒液用の装着部からカセットトレーを除去した状態を示す洗
浄消毒装置の斜視図。
【図４】図３の装着部に装着される第２の薬液タンクを示す斜視図。
【図５】図３の装着部に装着される第１の薬液タンクを示す斜視図。
【図６】図３の装着部をVIの方向からみた平面図。
【図７】図１の洗浄消毒装置の管路構成を概略的に示す図。
【図８】図４の消毒液カセットの変形例を示す消毒液カセットの斜視図。
【図９】図５の消毒液カセットの変形例を示す消毒液カセットの斜視図。
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【図１０】図６の装着部の変形例を示す装着部の正面図。
【符号の説明】
【０１４７】
　１…制御部
　６…消毒液カセット（第２の薬液容器）
　６ｉ…孔（誤差し防止部）
　７…ＲＦＩＤチップ（識別部材）
　１３…消毒液カセット（第１の薬液容器）
　１３ｉ…孔（誤差し防止部）
　１４…ＲＦＩＤチップ（識別部材）
　４０…装着部
　４２…突起部材（誤差し防止部）
　４３…アンテナ（識別部材）
　４５ａ，４５ｂ…第２の差し込み口
　４６ａ，４６ｂ…第１の差し込み口
　４７…ボトル識別センサ孔
　４８…ボトル識別センサ孔
　６０…消毒液タンク（貯留部）
　６２…水位センサ（計量部材）
　６３…水位センサ（計量部材）
　６４…水位センサ（計量部材）
　６５…水位センサ（計量部材）
　７０…計量ケース（計量部材）
　８０…第２の消毒液供給管路（第２の流路）
　９０ａ，９０ｂ…第１の消毒液供給管路（第１の流路）
　１００…洗浄消毒装置
　１０１…ボトル識別ピン（識別部材）
　１０２…ボトル識別ピン（識別部材）
　１９０…内視鏡（被洗浄消毒物）
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